【第一回市議会定例会提案理由説明】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
本日、ここに、平成二十年第一回市議会定例会が開催されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました一般会計をはじめとする平成二十年度予算及びその他の諸議案につきまして、その大要をご説明申し上げます。

はじめに、私は、平成十七年二月の広域合併により誕生した白山市において、市民の皆様から市政運営の負託を受け、合併後の行政を円滑に推進するため、住民の融和と一体感の醸成を最優先に、市民一人ひとりが「合併して良かった」「住んで良かった」と実感でき、安心して安全に暮らせる故郷づくりを目指すとともに、公平で公正な市民本位の市政運営に努めてまいりました。
また、それぞれの地域の歴史や伝統・文化を尊重しながら、地域の均衡ある発展を図ることを基本に、市全域での情報通信基盤の整備をはじめ、健康福祉、教育・文化の充実、防災力の強化、土地区画整理事業などによる住環境の整備、工業団地の新設と企業誘致による産業の活性化など、あらゆる分野において調和のとれた施策を展開してまいりました。特に、合併時において懸案となっていた白山ろくの統合小中学校の建設、スキー場の民営化、上下水道料金の平準化など、重要な施策を積極的に推進してきたところであります。
こうした中、四年目の市政運営にあたり、平成二十年度を「行動の年」と位置づけ、引き続き「夢と希望のあるまちづくり」を目標に各種施策を実施するとともに、白山市民の基本理念となる市民憲章、まちづくりの指針となる自治基本条例の制定並びに都市の具体的な将来ビジョンとなる都市計画マスタープランの策定に向け、鋭意、取り組むこととしております。更に、地域に息づく文化の持つエネルギーや地域資源等を活かし、文化を基調としたまちづくりを積極的に推進するため、本定例会において議員各位のご理解を得て、「文化創生都市宣言」を行うものであります。
それでは、平成二十年度予算につきまして、概要をご説明申し上げます。

地方自治体の予算編成の指針となる国の地方財政計画では、社会保障関係の国庫補助事業や公債費などの歳出の増加要因を踏まえ、引き続き、地方の歳出抑制に努める中、総額を八十三兆四千億円とし、対前年度比○・三％の増となっております。また、地方と都市との格差是正の一環として「地方再生対策費」を創設するなど、地方の一般財源の増額確保に努めたものとなっております。
こうした状況にあって、本市の歳入については、土地区画整理事業などによる住宅の増加と市内企業の業績好調を背景に、市民税・固定資産税の増収を見込み、市税全体で対前年度比、約五・一％の増としております。一方、地方交付税については、市税収入と連動して算定されることから、対前年度比、約五・七％の減となり、一般財源では、平成十九年度とほぼ同額の三百二十億円となっております。
歳出については、公債費や年々増加する扶助費が大きな割合を示し、財政を圧迫していることから、行財政改革を積極的に推進し、人件費や物件費などの経常経費の抑制に努めるとともに、教育や児童福祉の充実、産業の振興、都市基盤の整備などに重点的に予算配分を行ったところであります。更に、将来の財政基盤の強化を図るため、合併振興基金の積み増しを行い、併せて、高利率の市債を低利率のものに借換えるなど、健全財政の堅持に努めることとしております。
以下、主な施策につきまして、総合計画に基づき、順次ご説明申し上げます。

　
はじめに、「心豊かで感性あふれる人を育む教育の充実について」であります。

建設中の白嶺小中学校の整備については、新年度の二学期からの供用開始に向けて工事が順調に進行し、概ね五十％の進捗状況となっております。また、ローラースキーコース付きの運動場及び屋内プール棟については、尾口小中学校の校舎解体後、速やかに工事に着手し、十一月の完成を目指すこととしております。
美川小学校の改築については、今年秋の建設工事着手に向けて設計を進めており、また、松南小学校、朝日小学校については、検討委員会での協議が整い次第、基本設計に着手することとしております。また、松陽小学校では、校舎の空調設備工事等を、北陽小学校及び鳥越小学校では、大規模改修を行うための耐震診断を、それぞれ実施することとしております。
子どもたちの学力向上策については、昨年実施された全国学力学習状況調査の結果を踏まえ、各学校において、子どもたちの生活実態や指導面の課題を確認し、具体的な改善策に取り組んでいるところであり、更に、教員の指導力が最も重要であることから、市教育センターの研修機能を強化するため、新たに教員研修担当の専門職員を配置し、資質向上を図っていきたいと考えております。また、きめ細かく行き届いた教育を行うため、引き続き少人数教育を実施するとともに、障害のある子ども達の特別支援についても、小中学校の教育支援員を、十二名増員することとしております。

生涯学習については、地域住民のみならず市民の融和と交流を推進するため、公民館活性化事業を継続するとともに、団塊世代の方には、生きがいのある生活を支援するため、学習機会の充実を図ることとしております。

青少年の健全育成については、昨年四月に設置しました子ども相談室の一層の充実を図るため、相談員の資質向上と訪問相談体制作りに取り組むこととしております。
地域の歴史文化の継承と振興については、世界遺産登録推進事業において、白峰の伝統的建造物群調査を実施するなど、登録に向けて積極的に事業を展開することとしております。また、七月には、松任博物館の開館二十周年を記念し、人間国宝「隅谷正峯氏」の没後十年の追悼特別展を開催するなど、各種事業を行うこととしております。

スポーツの振興については、競技スポーツの活動拠点である松任総合運動公園の陸上競技場の二種公認を更新するなど、施設の充実を図ることとしております。また、八月には、本市において全国中学校柔道大会が開催されることから、選手の強化を進めるとともに、競技団体などとの連携を図り、大会の成功に向けて、万全の体制で取り組むこととしております。

　
次に、「健やかに暮らせるまちづくり」についてであります。

健康づくり支援体制については、健康診断やがん検診において本市独自の検査内容を確保するとともに、予防接種の充実を図るなど、市民が家庭や地域で生活習慣病の予防や健康づくりを実践できるよう、各種施策を推進することとしております。また、救急医療対策として、平成十九年度に全中学校へ配置しました自動体外式除細動器を、新年度に全小学校へ配置するほか、体育施設等にも順次配備することとしております。　　

四月より施行されます後期高齢者医療制度については、広域連合が医療給付事務を担当し、市が保険証の申請交付、保険料の徴収などの事務を担当することとなっており、この制度の円滑な運用に向け、万全の体制を整えることとしております。

児童福祉の充実については、子育て支援医療給付の対象を、小学校六年生から中学校三年生まで拡大するほか、放課後児童クラブについては、第二北陽イルカクラブの施設整備を行うなど、きめ細かな子育て支援対策を積極的に実施することとしております。
保育施策の充実については、同時入所における三人目以降の無料化を行うとともに、これまでの特別保育事業を強化し、新たに、体調不良児の一時保育を市内十一の保育所で行うこととしております。更に、保育所の耐震化計画を策定するため、市立保育所の三箇所で耐震診断二次調査を実施し、また、法人保育園の五箇所に対し、二次調査に係る経費を補助することとしております。

次に、「安心して生活できる環境の整備について」であります。

白山石川広域事務組合の新消防本部等庁舎移転新築については、地元関係者のご協力のもと、市民の生命と財産を守る総合防災拠点として三浦町地内で建設する運びとなり、今年秋の工事の着手に向けて準備を進めているところであります。また、松任・鶴来地域においては、同報系の防災行政無線システムを整備することとしております。

防災活動の強化については、住民に最も身近な組織である町内会を中心とした活動が極めて重要であることから、自主防災組織の結成率の向上を図るとともに、災害時の救助や避難誘導などの中心的な役割を担う、防災士の養成を行うこととしております。更に、美川分団の拠点施設を整備するほか、ポンプ車などの消防車両を計画的に更新することとしております。

白山石川医療施設組合が経営する公立病院については、国の公立病院改革のもと、四月より地方公営企業法を全部適用とする医療企業団となり、地域の中核病院として、医療体制の充実を図るとともに、これまで以上の健全経営を目指すものであります。なお、吉野谷、中宮及び白峰の診療所については、四月から公立つるぎ病院への業務移管を行い、地域住民が安心して生活できる医療体制の整備を図ることとしております。
また、白山石川医療施設組合が運営している「し尿処理事業」については、四月から効率的な運営を図るため、一般廃棄物処理事業を担当している白山石川広域事務組合へ移管することとしております。
次に、「利便性が高く住み良い快適なまちづくりについて」であります。
　松任駅南土地区画整理事業については、今月中に駅南広場等が概ね完成する予定であり、併せて、立体駐車場と健康増進施設を核テナントとする複合ビルについても、四月に開業予定となっており、周辺の活力と賑わいの創出が図られ、交流人口の拡大に繋がることを大きく期待しているところであります。なお、白山市の玄関口の完成を市内外に広くＰＲするため、四月十九日に、オープニング式典を開催することとしております。

　北陸新幹線建設事業については、今年中に横江・五歩市高架橋工事が着工されるなど、平成二十六年度末の長野から白山総合車両基地までの開業に向け着実に進捗しております。その関連事業として、市道や用水の付替え事業をはじめ、南北自由通路事業、松任駅橋上化事業などが、順次進められることとなっております。

都市基盤の整備については、中期財政計画に基づき、市民生活に密着した幹線道路網の整備、土地区画整理やまちづくり事業、上下水道事業、公営住宅建設事業などを、順次実施することとしております。
次に、「参加と交流による一体感のあるまちづくりについて」であります。
親善友好都市との交流については、四月五日から六日間の日程で、オーストラリア・ペンリス市へ「シニアウィーク文化交流事業」として二十二名の訪問団を派遣し、日本の伝統文化を披露することにより、一層の交流を深めるものであります。また、ホームステイ交流については、四月にペンリス市の高校生を、七月にアメリカ・コロンビア市の中学生をそれぞれ受け入れる一方、七月にイギリス・ボストン町へ中学生を、八月に中国溧陽市及び南京大学附属中学校へそれぞれ派遣して、交流を行うこととしております。

次に、「四季の変化と多様な資源に富む自然環境との共生ついて」であります。

本市の持つ豊かな自然環境を後世に引き継ぐため、特に、森林の持つ多様な公益的機能を維持する必要があることから、森林環境整備事業や林道整備事業をはじめ、森林環境税を活用した「いしかわ身近な森保全事業」及び各種緑化推進事業を行うこととしております。
本市の観光振興については、豊かな自然に恵まれ、伝統文化が息づく観光資源の有効活用や人材育成に努めるほか、北陸鉄道石川線の電車を活かした観光と街づくり事業などにより、広く市内外へＰＲするとともに、観光推進施策を積極的に展開することとしております。

　市営スキー場については、白山一里野温泉スキー場及び金沢セイモアスキー場を引き続き民間会社に運営を委託することとし、その他の施設については、施設の管理に必要な経費を措置するとともに、その運営形態や地域活性化の具体的な方策などについて、地元関係団体と協議を進めることとしております。
次に、「地域産業の新しい可能性への挑戦について」であります。

農林水産業の振興については、担い手経営育成事業などを実施し、土づくりや地域特産品の産地化事業を推進するとともに、安全安心を最優先に、環境にもやさしい地産地消を推進するほか、漁業の振興を図ることとしております。
商業の振興については、商店街賑わい創出事業として各種イベントを支援するほか、白山菊酒をはじめとする特産品のブランド化を図ることとしております。
工業の振興については、六月に新北部工業団地の造成工事に着手するとともに、積極的な分譲活動を展開することにより、早期の完売を目指すこととしております。また、松任フロンティアパークをはじめとする市内工業団地についても、積極的に企業誘致を推進することとしております。
白山ろくの振興については、白峰地区の温泉総湯・交流センターの整備が、十月の完成に向けて順調に進捗しており、開館後は、地域の特徴を活かした賑わいと交流が図られるものであります。更に、サイクルステーション白山下整備や大学合宿誘致などの過疎対策・定住促進対策事業を、積極的に推進することとしております。　　

　次に、「健全で効率的な行財政基盤の確立について」であります。
本市の財政運営については、先に公表しました中期財政計画において、一般財源の増加が見込めないと予測する中、社会保障関係費の増加と公債費が依然として高い水準で推移するなど、市の財政を取り巻く環境は、一段と厳しくなっております。こうした状況を踏まえ、不断の行財政改革を確実に実行し、効率的で質の高い行政運営を行うとともに、将来の財源を確保する施策を、知恵と工夫を凝らして展開する必要があります。また、財政情報の開示については、「地方公共団体財政健全化法」に基づき、健全化判断比率を公表することとしております。
次に、「組織機構の見直しについて」であります。
組織体制については、人の交流と観光振興の連携の強化を目的に、総務部所管の都市交流課を観光推進部に移行し、相乗的な機能の向上を図るものであります。更に、白山ろく地域の施策の一元化を図るため、白山ろく整備推進室を吉野谷支所内に配置し、白山ろくの振興策を推進することとしております。
以上が、平成二十年度当初予算における概要であり、一般会計では、前年度当初に比べて、一・三パーセント減の四百六十七億一千四百万円となっております。その財源として、市税百七十二億三千四百六十一万円、地方交付税百五億六千万円、国・県支出金五十六億二千九百七十一万六千円、市債六十九億四千八十万円などを充てるほか、財政調整基金三億五千万円を繰り入れするものであります。

また、特別会計では、国民健康保険、介護保険、観光事業、下水道事業、工業団地造成事業など十二の特別会計及び水道事業会計、工業用水道事業会計において、総額三百四十五億一千十九万二千円となっております。　

次に、議案第十八号から第二十五号までの平成十九年度補正予算についてであります。一般会計につきましては、その主なものとして、後期高齢者医療制度の創設等に伴うシステム改修費用、松任農業公社解散に伴う債務清算費用及び工場誘致助成金などを計上するほか、事業費の確定に伴う補正が主なものとなっており、市債の許可確定に伴う事業の見直しと財源振替などにより一般会計では、二億六千七百九十九万円を減額し、現計予算と合わせて、四百八十七億六千五百十三万八千円となったものであり、その財源として市税、国・県支出金などを充て、収支の均衡を図ったものであります。

また、老人保健、下水道事業など五つの特別会計で医療給付費の調整や繰上償還時期の変更により、総額四億七千八百七十八万五千円を減額し、また、水道事業会計、工業用水道事業会計においても総額一億四千七百九十万三千円を減額するものであります。
なお、年度末における事業執行との関係から、市道末松徳光線道路改築事業費をはじめ、美川小学校建設実施設計業務委託費、農林水産施設災害復旧事業費などを平成二十年度へ繰り越すこととしております。

次に、議案第二十六号から第五十号までの条例案につきましては、その主なものとして、白山市教育委員会委員の定数条例については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴い、委員に保護者を含めることが義務付けられたことから、本市の委員を一名増員し六名とするものであります。また、後期高齢者医療制度移行に伴い、新たに特別会計を設けるため、必要な関係条例を整備するものであります。また、白山市立幼稚園に関する条例の一部を改正する条例については、松任西南幼稚園が、四月より金城大学附属幼稚園として開園することから、市の施設より削除するものであります。更に、吉野谷診療所ほか二診療所を白山石川医療企業団へ移管することに伴い、関係条例を廃止するもので、合わせて二十五件となっております。

次に、議案第五十一号から第六十五号までの事件処分案につきましては、その主なものとして、「文化創生都市　白山」の宣言については、これまで培われてきた多様な地域資源や人材を活かし、さらに新たな文化のエネルギーや魅力を生み出す都市づくりに積極的に取り組むために行うものであります。その他、市道路線の認定及び変更や体育施設及び松任農業有機物供給センターの指定管理者の指定など、十五件となっております。
本日提出いたしました議案の概要は以上でありますが、財政状況の厳しい中で、創意と工夫を凝らし、各種施策に取り組むものであり、今後とも、市民の皆様の意見を拝聴しながら、市民本位の市政運営に努めるものであります。
以上をもちまして、提案理由の説明を終わりますが、何卒慎重にご審議の上、適切なご決議を賜りますようお願い申し上げます。
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